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す
。
す
ぐ
に
産
婦
人
科
を
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

子
宮
筋
腫
と
子
宮
内
膜
症

　

子
宮
筋
腫
は
子
宮
の
筋
層
に

で
き
る
良
性
の
腫
瘍
で
す
。
女

性
の
３
人
に
１
人
は
発
生
す
る

非
常
に
あ
り
ふ
れ
た
疾
患
で
、

多
発
す
る
こ
と
が
多
い
も
の
の

悪
性
化
す
る
こ
と
は
な
く
、
症

状
が
な
け
れ
ば
基
本
的
に
は
治

療
は
不
要
で
す
。
過
多
月
経
に

よ
る
貧
血
や
強
い
月
経
痛
、
排

尿
障
害
な
ど
の
症
状
が
あ
れ

ば
、
手
術
療
法
や
薬
物
療
法
で

治
療
を
し
ま
す
。

　

子
宮
内
膜
症
は
、
子
宮
内
膜

あ
る
い
は
子
宮
内
膜
に
似
た
組

織
が
子
宮
内
腔
以
外
の
場
所
で

増
殖
発
育
す
る
病
気
で
、
子
宮

や
卵
巣
、
腸
な
ど
の
周
囲
の
臓

器
が
癒
着
し
、
痛
み
や
不
妊
の

原
因
と
な
り
ま
す
。
性
成
熟
期

女
性
の
１
割
程
度
が
罹
患
し
、

近
年
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

子
宮
内
膜
症
の
最
大
の
問
題
点

は
、
卵
巣
子
宮
内
膜
症
（
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
の
う
腫
）
か
ら
の
が

ん
発
生
で
、
大
き
い
も
の
や
50

歳
以
上
の
方
は
、
リ
ス
ク
が
非

常
に
高
く
な
り
ま
す
。
小
さ
い

も
の
で
も
が
ん
化
し
た
事
例
が

あ
る
の
で
、
卵
巣
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
の
う
胞
と
診
断
さ
れ
た
ら
、

油
断
せ
ず
定
期
的
な
経
過
観
察

　

女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を

見
る
と
、
幼
児
期
に
は
男
女
の

差
が
小
さ
い
で
す
が
、
中
高
生

で
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
に

伴
い
月
経
が
は
じ
ま
る
と
と
も

に
、
男
女
の
差
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
ま
す
。
性
交
渉
の
開

始
に
伴
っ
て
、
性
感
染
症
の
リ

ス
ク
も
浮
上
し
ま
す
。

　

成
熟
期
に
は
妊
娠
・
出
産
と

い
う
人
生
で
最
も
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
が
あ
る
一
方
、
子
宮
内
膜

症
や
子
宮
筋
腫
、
子
宮
頸
が
ん

な
ど
の
リ
ス
ク
も
高
ま
っ
て
き

ま
す
。
更
年
期
か
ら
は
、
女
性

ホ
ル
モ
ン
の
低
下
と
と
も
に
更

年
期
障
害
が
訪
れ
、
子
宮
体
が

ん
の
危
険
度
が
増
し
、
老
年
期

に
は
骨
粗
し
ょ
う
症
や
認
知
症

が
待
ち
受
け
て
い
ま
す
。

女
性
を
悩
ま
せ
る
月
経
痛
・
月

経
前
症
候
群
（
Ｐ
Ｍ
Ｓ
）

　

初
経
を
迎
え
る
と
、
月
経
痛

（
月
経
困
難
症
）
に
悩
ま
さ
れ

る
女
性
も
多
く
な
り
ま
す
。
そ

の
原
因
は
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
の

精
神
的
な
要
因
の
ほ
か
、
子
宮

内
膜
症
な
ど
の
疾
患
も
あ
り
ま

す
。「
月
経
痛
は
病
気
で
は
な

い
」
な
ど
と
我
慢
や
泣
き
寝
入

り
は
禁
物
で
す
。
産
婦
人
科
で

原
因
を
探
り
、
適
切
な
対
応
を

と
る
ほ
か
、
す
ぐ
に
で
き
る
対

処
策
と
し
て
、
痛
み
が
強
く
な

る
前
に
鎮
痛
薬
を
服
用
す
る
こ

と
も
有
効
で
す
。

　

月
経
前
の
ほ
う
が
辛
い
月
経

前
症
候
群
（
Ｐ
Ｍ
Ｓ
）
の
女
性

も
多
く
い
ま
す
。
月
経
の
３
～

10
日
前
に
、い
ら
だ
ち
や
怒
り
、

眠
気
な
ど
精
神
的
症
状
や
、
腹

痛
や
胸
の
張
り
、
腰
痛
な
ど
の

身
体
的
症
状
が
出
現
し
ま
す
。

ホ
ル
モ
ン
療
法
や
漢
方
薬
が
効

き
ま
す
が
、
精
神
症
状
が
強
い

場
合
は
、
心
療
内
科
や
精
神
科

へ
相
談
す
る
こ
と
が
必
要
な
場

合
も
あ
り
ま
す
。

妊
娠
と
避
妊

　

成
熟
期
に
は
、
女
性
の
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
の
中
で
最
も
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
妊
娠
と
出

産
が
あ
り
ま
す
。
妊
娠
に
不
可

欠
な
卵
細
胞
は
、
胎
児
期
に
の

み
作
ら
れ
、
出
生
後
は
徐
々
に

減
少
し
ま
す
。
加
齢
に
伴
い
卵

細
胞
の
質
も
低
下
し
、
流
産
率

も
高
く
な
る
こ
と
か
ら
、
産
婦

人
科
医
の
考
え
る
妊
娠
適
齢
期

は
、
35
歳
く
ら
い
ま
で
。
月
経

が
あ
る
こ
と
と
、
妊
娠
で
き
る

こ
と
は
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
望
ま
な
い
妊
娠
を
避

け
る
た
め
の
避
妊
法
の
１
つ
、

経
口
避
妊
薬
「
ピ
ル
」
の
避
妊

効
果
は
、
不
妊
手
術
と
同
程
度

に
高
く
、
産
婦
人
科
で
処
方
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ピ

ル
の
服
用
に
よ
り
、
月
経
困
難

症
や
過
多
月
経
が
軽
く
な
る
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
宮
内
膜
症
に
対
す
る
治
療
効

果
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
卵
巣
が
ん
や
子
宮
体
が

ん
も
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
日
本
は
諸
外
国
と
比
べ
て

ピ
ル
の
普
及
率
が
著
し
く
低
い

で
す
が
、
女
性
が
選
択
で
き
る

避
妊
手
法
と
し
て
、
積
極
的
に

利
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
避
妊
の
失
敗
な
ど
緊
急
時

に
は
、
緊
急
避
妊
法
が
あ
り
ま

　

女
性
が
生
涯
を
通
じ
て
健
康
で
明
る
く
、
充
実
し
た
日
々
を
自
立
し
て
過
ご
す
こ
と

を
支
援
す
る
た
め
、
厚
生
労
働
省
は
毎
年
３
月
１
日
～
８
日
を
「
女
性
の
健
康
週
間
」

と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
今
月
号
で
は
、
相
模
野
病
院
婦
人
科
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
の
上
坊
敏

子
セ
ン
タ
ー
長
に
、
女
性
の
生
涯
に
わ
た
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
た
ど
り
、
女
性
固
有
の

健
康
課
題
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。

今月の主なニュース

２面３面４面

第
12
回
が
ん
克
服
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

女
性
の
健
康
と
が
ん

神
奈
川
学
校
保
健
研
究
会
１
月
例
会

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

�

横
浜
労
災
病
院
皮
膚
科　

森
田　

美
穂

「
保
健
室
」　
鎌
倉
市
立
植
木
小
学
校�

根
本　

信
子

第
６
回
か
な
が
わ
健
康
支
援
セ
ミ
ナ
ー　

睡
眠
障
害
の
弊
害
と
そ
の
対
策

�

慈
恵
医
大
精
神
神
経
科
教
授
・
葛
飾
医
療
セ
ン
タ
ー
院
長　

伊
藤　

洋

内
閣
府
世
論
調
査「
が
ん
治
療
と
仕
事
の
両
立
」難
し
い
６
割

各種避妊法の避妊効果（パール指数）
100人の女性がそれぞれの避妊方法を１年間選択した場合の妊娠率

検診受診率とワクチン接種率から
予測される頸がん予防割合

女性のライフサイクルと健康

を
続
け
る
べ
き
で
す
。

子
宮
頸
が
ん
で 

苦
し
ま
な
い
た
め
に

　

子
宮
に
で
き
る
が
ん
に
は
、

若
年
化
が
問
題
に
な
っ
て
い
る

子
宮
頸
が
ん
と
、
50
歳
代
以
降

に
リ
ス
ク
が
高
ま
る
子
宮
体
が

ん
の
２
種
が
あ
り
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
性
行
為
を

介
し
た
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ

ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
の
感
染
に
よ

り
子
宮
頚
部
に
で
き
る
が
ん
で

す
。
セ
ッ
ク
ス
の
経
験
が
あ
る

女
性
な
ら
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
感
染
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
、
子
宮
頸

が
ん
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
す
。
た
だ
し
、
感
染
し
て
い

る
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
子
宮

頸
が
ん
を
発
症
す
る
わ
け
で
は

な
く
、
多
く
の
場
合
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は

自
然
に
排
除
さ
れ
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
の
予
防
法
と
し

て
、
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
と

子
宮
頸
が
ん
検
診
が
あ
り
ま
す
。

予
防
ワ
ク
チ
ン
は
感
染
前
に
接

種
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
性

交
渉
開
始
前
の
小
学
６
年
生
か

ら
高
校
３
年
生
の
女
子
を
対
象

に
定
期
接
種
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
で
き
る

の
は
子
宮
頸
が
ん
の
65
％
程
度

で
す
か
ら
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
後

も
定
期
的
な
検
診
は
必
要
で
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て

は
、
副
反
応
を
懸
念
さ
れ
る
方

が
多
く
お
ら
れ
ま
す
。
他
の
予

防
接
種
と
同
様
に
、
副
反
応
が

な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
10
万
接
種
に
30
人
程
度
の

割
合
で
出
現
す
る
と
報
告
さ
れ

て
お
り
、
特
に
こ
の
ワ
ク
チ
ン

に
特
異
的
な
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
90
％
以
上
の
方
は

回
復
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
ま
す
。
接
種
す
る

メ
リ
ッ
ト
の
方
が
は
る
か
に
大

き
い
で
す
。
欧
米
で
は
予
防
ワ

ク
チ
ン
に
よ
る
前
が
ん
病
変
の

減
少
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

世
界
的
に
見
て
も
、
ワ
ク
チ
ン

を
薦
め
て
い
な
い
日
本
は
特
殊

で
、
検
診
受
診
率
も
低
く
、
こ

の
ま
ま
で
は
子
宮
頸
が
ん
の
制

圧
は
期
待
で
き
な
い
状
況
で
す
。

子
宮
頸
が
ん
は
、
原
因
も
発
が

ん
過
程
も
解
明
さ
れ
て
お
り
、

早
期
発
見
で
あ
れ
ば
確
実
に
治

せ
ま
す
。
検
診
手
段
も
予
防
ワ

ク
チ
ン
も
あ
る
、
唯
一
予
防
可

能
な
が
ん
で
す
。
子
宮
頸
が
ん

で
苦
し
む
女
性
が
多
い
の
は
、

非
常
に
残
念
な
こ
と
で
す
。

誰
も
が
通
過
す
る
更
年
期

　

エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
急
激
な
低

下
に
よ
り
起
こ
る
更
年
期
は
、

閉
経
を
は
さ
む
前
後
５
年
間
程

度
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
期

間
に
現
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
症
状

で
、
何
ら
か
の
原
因
疾
患
の
な

い
も
の
を
更
年
期
症
状
と
い
い
、 

日
常
生
活
に
支
障
が
あ
る
場
合

を
更
年
期
障
害
と
い
い
ま
す
。

平
均
閉
経
年
齢
は
49
・
５
歳
で

す
が
個
人
差
が
大
き
い
で
す
。

　

更
年
期
に
み
ら
れ
る
症
状
に

は
、
の
ぼ
せ
な
ど
の
血
管
運
動

神
経
症
状
や
、
イ
ラ
イ
ラ
な
ど

の
精
神
神
経
症
状
の
ほ
か
、
肩

こ
り
な
ど
の
運
動
器
症
状
、
悪

心
な
ど
の
消
化
器
症
状
、
頻
尿

な
ど
の
泌
尿
生
殖
器
症
状
や
皮

膚
症
状
な
ど
が
あ
り
ま
す
。　

　

し
か
し
、
ほ
か
の
病
気
が
こ

れ
ら
の
症
状
の
原
因
で
あ
る
こ

と
に
は
留
意
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

更
年
期
の
諸
症
状
の
治
療
法

と
し
て
、
ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法

（
Ｈ
Ｒ
Ｔ
）や
漢
方
療
法
が
あ
り

ま
す
。
Ｈ
Ｒ
Ｔ
は
、
適
用
で
き

な
い
方
や
、
副
作
用
も
あ
り
ま

す
が
、
効
果
は
大
き
く
即
効
性

も
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、Ｈ
Ｒ

Ｔ
に
は
骨
密
度
の
上
昇
や
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
の
低
下
な
ど
の
効

果
も
あ
り
ま
す
。
漢
方
薬
に
も

大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す

が
、副
作
用
が
な
い
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
医
師
と
相
談
し
て

治
療
法
を
決
め
、
豊
か
な
老
後

に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

わ
く
わ
く
健
康
講
座　

も
し
か
し
て
、
睡
眠
難
民
? !

３月１日から８日は女性の健康週間

小児期 思春期 性成熟期 更年期 老年期

経口避妊薬（ピル、OC） 0〜 0.59人
避妊手術（男性） 0.1人
避妊手術（女性） 0.5人
子宮内避妊具（薬物付加） 0.6 〜２人
コンドーム ２〜 15人
リズム法 １〜 25人
殺精子剤 ６〜 26人
避妊しなかった場合 85人

検診受診率 ワクチン
接種率

予測される
頸がん予防割合

アメリカ合衆国 85.0％ 40％ 約90％
イギリス 78.3％ 86％ 約92％
カナダ 73.4％ 80％ 約90％
デンマーク 66.3％ 80％ 約85％
オーストラリア 56.8％ 75％ 約85％
日本 42.1％ 1％ 約40％


